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マルコによる福音書 4:11－12 の譬えの解釈 
――頑迷預言（？） 
本 多 峰 子 
「小諸なる古城のほとり 雲白く遊子悲しむ」 
という一節で始まる島崎藤村の詩は、旅人の目 
に映った早春の野辺をうたう。 
緑なす蘩蔞（はこべ）は萌えず 
若草も藉（し）くによしなし 
……
あたたかき光はあれど 
野に満つる香（かをり）も知らず 
……
暮れ行けば浅間も見えず 
歌哀し佐久の草笛 １） 
萌えるような緑のはこべはまだ見えず、若草 
も腰を下ろすほどには十分育っていない。けれ 
どもこの詩を読むとき、「緑なすはこべ」や野 
辺いっぱいの「若草」は読者の目の前に鮮やか 
に広がり、春の光景は先取りされる。野に咲き 
乱れる花の香りもまだない。しかし、早春の暖 
かい日ざしのなかで「野に満ちる香り」、と聞 
いた読者は「知らず」と告げられる前にすでに 
その香りを感性で想像力の内に喚起してしまう。 
この詩は、旅人の期待を裏切る光景を描くよ 
うでいながら、間もなくやってくる春が予感さ 
れる希望の詩でもある。暗い冬のあとには必ず 
春が来る。その春を未だ否定しながら、同時に 
既に現在化し、確約する効果がここにある。 
詩の言語は、時に否定を用いながら、かえっ 
て強烈に希望の実現を印象づけ、確信させるこ 
とがあり得る。そして、これは聖書にも当ては 
まる。聖書は多分に、理論を超えて想像力と感 
性に訴えかける詩と文学の言語を用いているか 
らである。 
マルコによる福音書4:11－12は、古来多くの 
信徒、牧師、釈義家たちをとまどわせてきた。 
イエスはなぜ、譬えで神の国を語るのか、とい 
う問いに対してここには、あたかもそれが、意 
図的に人々から秘儀を隠すためであるかのよう 
に書かれているからである―― 
4:11 イエスは言われた。「あなたがたには神 
の国の秘密が打ち明けられているが、外の 
人々には、すべてが譬えで示される。 
4:12 それは、 
『彼らが見るには見るが、認めず、 
聞くには聞くが、理解できず、 
こうして、立ち帰って赦されることがな 
い』 
ようになるためである。」 
これがイザヤ書の引用であることは良く知ら 
れている。おそらく、１世紀のパレスチナでイ 
エスの言葉を聞いた人々はイザヤ書を良く知っ 
ており、これが引用であることも明らかに分か 
ったであろう。そして、イエス自身も彼らが引 
用として理解することを予期してこの言葉を語 
ったに違いない。イザヤ書の該当箇所は６章９ 
－10節で、新共同訳では次のようになっている。
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６:９ 主は言われた。 
「行け、この民に言うがよい 
よく聞け、しかし理解するな 
よく見よ、しかし悟るな、と。 
6:10 この民の心をかたくなにし 
耳を鈍く、目を暗くせよ。目で見ること 
なく、耳で聞くことなく 
その心で理解することなく 
悔い改めていやされることのないため 
に。」 
神がイスラエルの民を頑なにして悔い改めさ 
せないようにし向けているようなこの言葉は、 
イザヤ書の読者にとっても理解しがたいもので 
あったらしく、その解釈や翻訳、伝播の段階で 
様々に、神が民の救いを阻むような文意を修正 
し、和らげる試みがなされてきた。たとえば、 
「いやされることのないために」と訳してある 
箇所の原文Al ap'r'w>（w e rāphā lô）の前まで 
を文法的に神の言葉と理解することで、 
Al ap'r'w>の部分の意味を、「いやされること 
のないように」ではなく、「彼は民をいやすで 
あろう」 という意味にとるのがその一つである。 
そのように解釈すればこれは、救いの否定では 
なく、「民がその目で見ることなく、その耳で 
聞くことなく、その心が理解して立ち帰ること 
のないように。――それでも、彼（神）は、民 
をいやされるであろう」、という救済預言とな 
る。実際、ヘブライ語からギリシア訳に翻訳し 
た70人訳はそのように理解しており、前半を 
「それは彼らが目で見ることなく、耳で聞くこ 
となく、心で理解することなく、立ち帰ること 
のないためである」と訳し、それと切り離して 
（接続法を直説法に切り替えている)、「それで 
も、私は彼らをいやすだろう」という、神の約 
束の言葉に訳している。 
マルコ福音書のイエスの言葉についても、同 
じように、その原文の理解について様々な試み 
がなされてきた ２) 。たとえば、「ためである」 
にあたるi[na（hina）を、イエスがアラム語で用 
いた関係代名詞dを福音書記者マルコが訳した 
ときの誤訳ととり、正しく訳していれば、「見 
るには見るが、認めず、聞くには聞くが、理解 
できず、立ち帰って赦されない外の人々には、 
すべてがたとえで示される」との意味になるは 
ずだと見る解釈がある。または、i[na を、結果 
を表す接続詞ととることによって、理解できな 
いことを目的とする解釈を避ける解釈も提案さ 
れている。 あるいは、新共同訳で、「こうして、 
立ち帰って赦されることがないようになるため 
である」、と訳されている「ないようになるた 
め」にあたるmh,pote（mēpote）を、「あるいは 
ひょっとすると・・・かも知れない｣という意味 
でとることも可能である。この意味は新約聖書 
に他にも用例がある。そのようにとれば、ここ 
は、「あるいは彼らも立ち帰って赦されるかも 
知れない｣ ３） という意味になる。 
しかし、本論では、あえてそのような解釈を 
試みず、原文の文法上の意味としてはおそらく 
最も自然な新共同訳のとおりに解釈する。そし 
て、そのように解釈しても、イエスの言葉はけ 
っして、彼の譬えが聞き手の一部の者 （外の者） 
に対して福音の意味を隠蔽するためのものであ 
るということにはならないことを示したい。 
イザヤ書の６章から引用されたこの部分は、 
それに続く重要な救済預言と共に、イスラエル 
の人々にとっては、大きな救いの約束と結びつ 
き、その一部として記憶され、暗唱されていた 
箇所である。イザヤの預言は次のように続いて 
いる。 
6:11 わたしは言った。 
「主よ、いつまででしょうか。」 
主は答えられた。 
「町々が崩れ去って、 住む者もなく、 家々 
には人影もなく、大地が荒廃して崩れ去る 
ときまで。」 
6:12 主は人を遠くへ移される。 
国の中央にすら見捨てられたところが多 
くなる。
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6:13 なお、そこに十分の一が残るが 
それも焼き尽くされる。 
切り倒されたテレビンの木、樫の木のよ 
うに。 
しかし、それでも切り株が残る。 
その切り株とは聖なる種子である。 
イザヤがこの預言をした時代、イスラエルの 
民は預言者の警告にもかかわらず、神の律法を 
踏みにじり、 社会正義は守られなくなっていた。 
「支配者らは無慈悲で、 盗人の仲間となり、 皆、 
賄賂を喜び、贈り物を強要する。孤児の権利は 
守られず、やもめの訴えは取り上げられない」 
（1:23）状態であった。そのように、律法を無 
視し、律法に耳を傾けない民の状態に対して、 
民がすでに選んでいる状態を顕在化するものと 
して、神の裁きの預言は与えられている。民の 
背信という事実と神の全能への信仰との両立を 
図る為、イザヤ書は、民の背信でさえも神のな 
さしめたことであると理解し、 示したのである。 
42章には、民の指導者でさえもが自らの目と耳 
をふさいでいる状態が、神の意志に帰されるこ 
となく、むしろ神が見た単刀直入な事実として 
こう書かれている。 
42:18 耳の聞こえない人よ、聞け。目の見えな 
い人よ、よく見よ。 
42:19 わたしの僕ほど目の見えない者があろ 
うか。 
わたしが遣わす者ほど、耳の聞こえない 
者があろうか。 
わたしが信任を与えた者ほど、目の見え 
ない者 
主の僕ほど目の見えない者があろうか。 
42:20 多くのことが目に映っても何も見えず 
耳が開いているのに、何も聞こえない。 
［･･･］ 
神はそのような彼らを略奪者に渡す。それが神 
の裁きである。しかし、裁きのあとには救いの 
約束がある。 
42:24 奪う者にヤコブを渡し 
略奪する者にイスラエルを渡したのは誰 
か。
それは主ではないか。この方にわたした 
ちも罪を犯した。 
彼らは主の道に歩もうとせず 
その教えに聞き従おうとしなかった。 
［･･･］ 
43:1 ヤコブよ、あなたを創造された主は 
イスラエルよ、あなたを造られた主は 
今、こう言われる。 
恐れるな、 わたしはあなたを贖う。［･･･］ 
43:3 わたしは主、あなたの神。イスラエルの 
聖なる神、あなたの救い主。 
イザヤ書は、神の民であるはずのイスラエル 
が他民族によって災禍を被っているという事実 
に面して、その災禍を民の罪に対する罰と理解 
することで、神義論的問い（なぜ、神が全能で 
われわれの神であるなら、われわれを災厄から 
救ってくれないのか）に答えている。それに加 
えて、６章では頑迷預言がなされているのであ 
るが、これは、彼らが神に背いたという事実に 
さえも神の意志を見ることによって、神の全能 
を強調し、災禍を罰と見るよりもさらにつきつ 
めて神の絶対的支配を強調することであった。 
しかし、そこから当然起こるのは、なぜ神は民 
の心を頑なにするのかとの問いである。頑迷預 
言だけでは神義論の回答にはならない。その回 
答は、 続く救済預言によって完結するのである。 
それゆえ、イザヤ書の６章９－10節は、11－13 
節までと共に読まれ理解されるものであり、実 
際そのように読まれていたであろう。９－10節 
は11－13節と切り離せない。マルコの引用にあ 
るように、 前半のいわゆる｢頑迷預言」だけが取 
り出されているときでさえも、その含みとして 
は13節の救済預言までが読者の心には伝えら 
れたと考えられる。
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福音書の読者 ・ 聴衆が、 聖書の一部を聴いて、 
続く一節、あるいはそれ以上の部分をすべて連 
想し、理解したこと、そして、福音書記者が記 
述上の詩的技法としてそのことを期待し、また 
聴衆に求めていたことは、イエスの最後の言葉 
の著述からも伺える。「わが神、わが神、なぜ 
わたしをお見捨てになったのですか」（マタイ 
27:46、マルコ15:34）は、詩篇22の冒頭の言葉 
であり、この詩篇は神への信頼と賛美で終わっ 
ている――「わたしの魂は必ず命を得、子孫は 
神に仕え、主のことを来るべき代に語り伝え、 
成し遂げてくださった恵みの御業を、民の末に 
告げ知らせるでしょう」（詩篇22:30－32)。イ 
エスはこの詩篇を朗唱したと考えられる。ルカ 
は、「父よ、わたしの霊を御手にゆだねます。」 
（ルカ23:24）と記述しているがこれは、詩篇 
22の最後の部分と符合するからである。そして、 
マタイ、マルコの福音書の読者も、その含みを 
理解したと考えられる。同じように、マルコ４ 
章での譬えについてのイエスの解釈の一節も、 
イザヤの預言のあの重要な一節すべてを背後に 
含んでおり、読者もそれを理解したのである。 
民の背信、それに対する裁きと、そのあとで 
も残った少数の「残りの者」を通して与えられ 
る救いの確約という三つの要素が密接に結びつ 
いた預言のパターンは、イザヤ書の中でも早い 
時期（前８世紀）に書かれたとされる第一イザ 
ヤの部分（１－39章）から補囚からの帰還期以 
降の第２イザヤ（40－55章）の両方に見られ、 
イザヤ書全体を貫く重要な使信となっている。 
特に29章には、６章と同様に神の頑迷さにまで 
神の意志を見るパターンが見られる。 
29:9 ためらえ、立ちすくめ。 
目をふさげ、そして見えなくなれ。 
酔っているが、 ぶどう酒のゆえではない。 
よろめいているが、濃い酒のゆえではな 
い。 
29:10 主はお前たちに深い眠りの霊を注ぎ 
お前たちの目である預言者の目を閉ざし 
頭である先見者を覆われた。［･･･］ 
29:20 暴虐な者はうせ、不遜な者は滅び 
災いを待ち構える者は皆、断たれる。 
29:21 彼らは言葉をもって人を罪に定め 
町の門で弁護する者を罠にかけ 
正しい者を不当に押しのける。 
29:22 それゆえ、アブラハムを贖われた主は、 
ヤコブの家に向かって、 こう言われる。 
「もはや、ヤコブは恥を受けることはな 
い。 
もはや顔が青ざめることもない。」 
29:23 彼はその子らと共に、民の内にわが手の 
業を見てわが名を聖とする。 
彼らはヤコブの聖なる者を聖とし 
イスラエルの神を畏るべきものとする。 
29:24 心の迷った者も知ることを得 
つぶやく者も正しく語ることを学ぶ。 
民の頑迷さと、それにもかかわらず終いには救 
いをもたらす神の業を示す預言パターンは、43 
章と、補囚からの解放の預言として良く知られ 
る44章にも見られる。 
43:8 引き出せ、目があっても、見えぬ民を 
耳があっても、聞こえぬ民を。［･･･］ 
43:10 わたしの証人はあなたたち 
わたしが選んだわたしの僕だ、と主は言 
われる。 
あなたたちはわたしを知り、信じ 
理解するであろう。わたしこそ主、わた 
しの前に神は造られず 
わたしの後にも存在しないことを。 
43:11 わたし、わたしが主である。 
わたしのほかに救い主はない。 
44:18 彼らは悟ることもなく、理解することも 
ない。 
目はふさがれていて見えず 
心もふさがれていて、目覚めることはない。 
44:19 反省することもなく、知識も英知もなく
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「わたしは半分を燃やして火にし 
その炭火でパンを焼き、肉をあぶって食 
べた。 
残りの木で忌むべきものを造ったり 
木の切れ端を拝んだりできようか」とは 
言わない。［･･･］ 
44:24 あなたの贖い主 
あなたを母の胎内に形づくられた方 
主はこう言われる。わたしは主、万物の 
造り主。［･･･］ 
44:26 僕の言葉を成就させ 
使者の計画を実現させる。 
エルサレムに向かって、人が住み着く、 
と言い 
ユダの町々に向かって、再建される、と 
言う。 
わたしは廃虚を再び興す。［･･･］ 
44:28 キュロスに向かって、わたしの牧者 
わたしの望みを成就させる者、と言う。 
エルサレムには、再建される、と言い 
神殿には基が置かれる、と言う。 
６章９－10節も、民の頑なさまでを支配する 
神の絶対的支配を強調しつつ、民への裁きとし 
て、アッシリアによる北王国の滅亡と補囚、エ 
ルサレムの陥落と補囚を預言し、徹底的な荒廃 
を予告しながら、そのような災禍を経てもなお 
のこる残りの者「切り株」「聖なる種子」があ 
ること、その「残りの者」から新たにまたイス 
ラエル民族が増え、続いてゆくことを約束する 
希望の預言である。イザヤの預言は、補囚期、 
ほとんど希望が失われた時にその民への慰めと 
約束として与えられた。民がどれほど頑迷でい 
ようとも、また、どれほどに救いがないように 
思われても、必ず、残りの者があり、その一握 
りの残りの者から、新たな木が育つのである。 
イエスの言葉もその希望を含んでいると受け取 
ることができる。イエスの時代、イザヤ書６章 
に預言される「種子」をメシアとして期待して 
いた者も多かったであろう。そして、ローマの 
支配下でメシア待望が高まっていたこの時代に、 
マルコに引用された一節を、続く「聖なる種子」 
の預言と切り離して否定的な意味だけで理解す 
る聞き手はいなかったはずである。つまり、イ 
ザヤ書では破局に続く立ち帰りと救済の可能性 
が、はっきりと、しかも印象的に記されていた 
ために、マルコによる福音書でのようにそこま 
ですべてが言葉に出して語られない場合でもや 
はり、イザヤ書を周知している聞き手にはすべ 
てが伝わり、立ち帰りへの強い促しとして訴え 
かけてきたはずなのである。 
イエスの預言と立ち帰りへの呼びかけに耳を 
貸さない人々は、 イザヤの預言にもかかわらず、 
律法を踏みにじり続けた人々と同じ状況にいる。 
マルコのイエスの言葉は、 これを聞いた人々に、 
自分がそのような「外の者」であるか否か、反 
省をせまる。そして同時に、イエスの譬えが、 
容易に立ち帰ろうとしない人々にも、神の国の 
福音を分からせ、彼らが立ち帰って赦されるよ 
うになるために語られていることをも示してい 
る。マルコの同じ章に、「イエスは、人々の聞 
く力に応じて、このように多くの譬えで御言葉 
を語られた。譬えを用いずに語ることはなかっ 
たが、御自分の弟子たちにはひそかにすべてを 
説明された」（マルコ4：33－34） とある。「人々 
の聞く力に応じて」ということは、人々に分か 
りやすく、という意味であろう。イエスの譬え 
は、「見るには見るが、認めず、聞くには聞く 
が、理解できない」人々が立ち帰って赦される 
ために、神の国をイメージ言語で語る、救いの 
使信としての働きをするのである。 
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